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第 l巻（40.4x 1410 cm) 
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第1巻は不動明干の射る火矢，谷属の投げる火の付いた輸宝が逃げまどう人々に取り付き，家が焼け，人々に降り懸

る惨劇の数々が拙かれる
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人々はなおも逃げつつ，水と食を求める． 戒厳令

漸くf反小屋に寝泊りする安捕の表情を得た人々が
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第3巻（40.4×1230cm) 
巻が閉じられる．

東京市における震災の最大の悲劇の場， 被服廠跡で四十九日の法会が営まれる場附で絵

口車会1～4 萱原白洞「東都大震災過眼録」 全3巻 （紙本淡彩）抄録 （萱原家蔵）



口絵5 池凹迄都「震災の跡 ｜1924年，インク ・紙， 19.0x 28.5 cm （倉敷市立美術館
蔵）

口絵6 池旧迄部 「災禍の跡｜1924年，絹本清色，6曲塀風l隻， 167.0×375.0cm （倉敷市立美術館蔵）

口絵7 池出進部 「災禍の跡（画稿3）」 1924 '1ド頃，紙本着色， 8.5×36.4cm 〔余敷市立美術館蔵）
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口絵8 西津筒畝「黄昏る L頃（同本
橋）」 36.0x 27.0 cm 

口絵11 田村彩天 「夕陽に映ゆる女
神像 （神田仏英：fJ:.学校跡）J
37.3×27.0cm 

口絵9 磯同長秋「運送馬車 （京橋通）」 27.0×37.0cm 
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日絵10 川崎小虎「宮城前天幕村」 27.0×36.0 cm 

口絵8～12 l大正震災木版霊集』（立命館大学歴史都市防災研究センター蔵）
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